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1.はじめに 

近年，音声認識技術は目覚ましい進歩を遂げ

ている．Softbank 社の Pepper や Apple 社の

Siri などに代表される様々なロボットやアプリ

ケーションに搭載されており，我々にとって身

近な存在になっている． 

一方，著者らはこれまで，コミュニケーショ

ンにおいて重要な役割を果たしている，うなず

きなどの身体動作に着目し，話者の発話音声か

らうなずきなどの身体引き込み動作を自動生成

する技術 iRT(InterRobotTechnology)を開発して

きた[1]． 

先行研究として，VR を用いた身体引き込み発

話促進システムを開発している[2]．このシステ

ムは，使用者の発話単語の 3D オブジェクトを仮

想空間内に生成する．その生成されたオブジェ

クトが発話音声に対しうなずきによる身体引き

込み反応を示し，仮想空間内の人型聞き手キャ

ラクタもうなずき反応を示す．また，ヘッドマ

ウントディスプレイを使用して臨場感のある視

覚提示を行うことで，使用者の発話促進や，視

覚情報の提示による思い出想起促進を目的とし

ている．しかしこのシステムでは，没入感を高

めるために，空間に配置するための違和感のな

い 3D オブジェクトの制作に大幅な時間がかかる

ため，使用者の発話単語すべてに対応すること

ができなかった． 

そこで本研究では，より多様な情報に対応す

るために，発話単語から画像をオンライン検索

し，検索結果の画像を平面ディスプレイに提示

する．提示した検索画像がうなずきによる身体

引き込み反応を示す発話促進システムを開発す

る．オンライン検索機能を実装することで従来

の発話促進に加え，使用者の意図しない画像が 

 

 

 

 

提示された場合でも，連想的に新たな発想を支

援する効果も期待できる． 
 

2.関連研究 

発話の可視化についての研究は，これまでに

も行われてきた．長野・吉野らの研究では，発

話者の音声認識の結果から，文字や画像を提示

することで発話内容の把握を支援している[3].

また瀬島らの研究では，身体引き込み反応する

絵画オブジェクトを用いて，コミュニケーショ

ン支援への有効性を示している[4]．しかし，発

話単語を元に提示された検索画像が，使用者の

発話に対し何らかの聞き手反応を示す研究は行

われていない． 
 

3.コンセプト 

本システムのコンセプトを図 1 に示す．発話

があると，聞き手キャラクタがうなずきによる

身体引き込み反応を示す．使用者の発話内に名

詞が見つかれば，その名詞で画像検索を行い，

検索画像が見つかればその画像を仮想空間内に

提示する．提示された画像はその後，使用者の

発話に対しうなずき反応を示す．うなずき反応

による発話促進や，提示画像による発想支援が

期待でき，とくに話すと元気になる高齢者の発

話促進に有効である． 
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4.システム構築 

4.1 システム構成 

 発話から画像提示までの流れを図 2 に示す．

仮想空間の構築には Unity を用いる．発話音声

を音声認識した後，形態素解析を行い，その中

から名詞を抽出する．音声認識には Google 社の

WebSpeechAPI を用い，形態素解析には Mecab を

用いた．次に抽出した名詞から，画像検索

API(pixabayAPI)を用いて画像をオンライン検索

し，検索結果の中で 1 番目の画像を取得し，仮

想空間内に表示する．発話から画像提示までは，

5 秒程度かかるが，これは音声認識と画像検索で

外部 API と通信を行っており，音声認識に約 2

秒，画像検索に約 3 秒時間を要しているためで

ある． 

 

 
 

図 2 画像提示までの流れ 

 

4.2 システム画面 

 システムの使用画面を図 3 に示す．システム

開始時には，仮想空間内に聞き手キャラクタの

みが配置されている．使用者が発話を行うと，

音声認識により発話をテキスト化する．音声認

識の結果は，画面左下に吹き出しと共に表示さ

れる．発話の中で名詞が見つかれば，聞き手キ

ャラクタが考え中であることを表現すると同時

に，画像検索が実行される．画像検索中の画面

を図 4 に示す．検索結果が得られれば，発話単

語の画像が提示される．もし得られなければ，

次の名詞を検索する．発話単語画像は聞き手キ

ャラクタと共に iRT を用いて自動生成されるう

なずき反応を示す[1]．提示画像は最大で 10 枚

としており，11 枚目以降は最も古い画像から更

新して提示を行う．画像の提示位置はランダム

に設定しており，キャラクタの後ろに提示され

る． 

5.おわりに 

 本研究では，発話単語からオンライン検索さ 

 
図 3 システムの使用画面 

 
図 4 画像検索中の画面 

 

れた提示画像がうなずきによる身体引き込み反

応を示す，発話促進システムの開発を行った．

本システムでは，聞き手キャラクタの役割はう

なずくのみであったが，今後は使用者にとって

インタビュアーとなる役割を実装し，発想支援

システムとして展開していく予定である 
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